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　The 　purpose　 of 　this　study 　is　to　 clarify 　quantitative｝y 　the　 ef ［ects 　 of　the　 number 　 of　gore　 panels，
the 　 mechanical 　properties　 of 　fabrics　and 　those 　 of 　fabrics　 with 　 seams 　 on 　the 　 sllhouettes 　 of 　fiared

skirts ．　 Different　kinds　 of　fabrics，　 including　Shingousen　 with 　high　drapab且ity，　 were 　 used ．

　As　the 　 number 　 of 　gore　panels　in　 the　 skirt 　increases
，
　 the 　 angle 　 between　the 　hem 旺ne 　 and 　the

sideline　of 　the　skirt （a ）and 　the　number 　of　nodes （n ）increases，　 and 　the　average 　value 　of　the

height　 of　the　 Ilodes （乃） decreases．　 Also，　 the α values 　of　skirts　where 　the　center 　of　the　pattern
is　in　 a　b正as 〔五rection 　is　larger　than 　the α　values 　 obtained 　 when 　the 　 center 　 of　the　 pattern　is　in

awarp 　direction．　 Thus，　 the　 silhouettes 　of　flared　skirts　can 　be　characterized 　 by　using 　the α

value ．

　Furthermore
，
　 the　 s肚ape 　parameter （α ）is　influenced　 by　the 　 mechanical 　 parameters　 such 　 as

3
鰤 and 　

3
厭 ，　 obtained 　from　fabrics　both　 with 　and 　without 　seam 五nes ．　 The 且ared 　skirts

made 　 with 　fabrics　having　low　bending　 and 　shear 　 st廷fness　 caused 　rons 　at 　the　hemline．　 This　may
be　the　 reason 　 w 血y α increased

，
　 but π and 　h　decreased　 as 　the　 number 　 of 　seams 　increased．

　 By 　 using 　the　 residual 　 regression 　 method ，α can 　be　accurately 　estimated 　using 　such 　parameters
as　the　bending　sdffnesses 　of　

3
廨 and 　

3
厩 ，　and 　the　shear 　stiffnesses　of　

3
厨 ア and

3
厠 ，obtained 　from　both　 seamed 　 and 　 seamless 　fabrics．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　March 　 8
，

1994）
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　 1． 緒 　　言

　 フ レ ァース カ ートの ドレープ形態は ， 布の力学的特

性，地 の 目使い や 接ぎ枚数，縫製条件な どの 影響を受

け る と考 え られ る．こ れ まで に ， 石毛 ら
IJ

，
三 吉

2 》
に

よ りt フ レア
ー

ス カ
ー

トの 型紙中心 の 地 の 目をバ イヤ

ス 方向使い に す る 方が ドレ
ー

プが 均
一

で美 しい シ ル エ ッ

トが得 られ る こ とが 報告 され て い る ．また ， 佐藤

ら
3）
− 5）

は フ レ ァ ー分量 や 布の 重 ね合 わせ が フ レ ア ー

ス カ ートの ド レープ形状 に与え る効 果 に つ い て 報告 し

て い る．し か し ， フ レ ア ー形状に及ぼ す布の 地の 目方

向，接 ぎ枚数お よ び縫 目の 力学的特性 とを関連づ けて

検討 した もの は見 当 た らな い ．

　そ こ で ， 本研究ではこれ らの 関連 を明らかにするた

め ，
ス カ

ー
トの接 ぎ枚 数を変化 させ ， さら に 型紙 中心

の 地 の 目を経糸方向とバ イヤ ス 方向に したときの ドレ ー

プ形状 と布お よび縫 目の 力学的特性 との 関連 に つ い て
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Table　 1．　 Details　 of　 sampLes

No ． Fiber

　　　 　　 　 Weight 　 Density
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Thickness
Construction　（9 ／cmz ）　　（〆cm ）
　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　（mm ）
　　　 　　 　 xlO

−4
　 Warp 　 Weft

Yarn 　 count

（denier）　　　 3
即

Warp　 Weft

ユ　P ｛｝lyester

2　Polyester

3　Polyester

4　Polyester

5　Po監yester

6　Po皇yester

7　Po止yester
8　Polyester

g　Po止yester
lO　Polyester

ll　 Polyester

12Polyester

l3　Polyester

l4　Po且yester

l5　Po艮yester

l6　Polyester

17Poiyester

18Polyester　80％

　 Nylon 　　 20％

19Polyester

20Polyester
21　Cotton

PlainPlainPlainDobbyPlainPlainSatinPlainPlainPlainTwillSatinPlainSatinJacquard

SatinTwillTwil1

45　 53　 脅

133　 　 74　 　 34

95　 　 70　 　 45

151　 　 37　 　 25

149　 　 73　 　 34

ユ26　 　 86　 　 37

128　 　 43　 　 48

125　 　 93　 　 29

137　 　 79　 　 35

120　 　 74　 　 37

175　 　 51　 　 39

171　 　 52　 　 42

162　 　 66　 　 44

208　 　 49　 　 30

111　 　 59　 　 40

162　　 50　　 39

1ユ1　　 44　　 33

153　 　 54　 　 48

69823665576595754773929652049352106413144224354457353500000000000000000040／12f9550951056075757050f24f

　　50／96f

135751101807512512780

40／12f　1．867

50　 　 1．131

50　 　 　 1．251

300　　　　　1．040

105　　　　　1．241

150　　　　　1．226

75　 　 1．254

ユ50　　　　　1．239

150　　　　　1．243

　 　 　 1．185

135　　　　 2．600

100　　　　　1．599

110　　　　　1．455

180　　　　　1．249

75　 　 　 1．433

125　　　　1．270

138　　　　　1，564

80　　 1．747

Remarks

SatinPlainPlain205　 　 64 　 　 30

82　 　44　 　 34
121　 　 59　 　 27

0．58ユ　　　170　　　　170

0．190　　　100　　　　100

0．444　　　145　　　　129

Organdy

Fa且leBroad

，　HD

Grosgrain
，
　 HD

FailleFanle

，　 HD

HDFaiile

，　 silk　like

Crepe　de　Chine，HD

HDHDSuede

　satin

Georgette

Venetian

Venetian

Wool　like

1．283　 Venetian

l．440　　Habutae

2．202　 Broad

HD ： high　drapability．

検討 した．

　 こ の ため に，特に高 ドレープ性能を備えたポ リ エ ス

テ ル 布 1種を 含 む 数種の 布を 用 い ，フ レ ア
ー

ス カート

を製作 し，フ レ ア
ー

の 形態的特徴 を観察 した．さらに

接 ぎ目が フ レ ア
ー

ス カー
トの ドレ

ープ形状 に 与える影

響に つ い て も縫 目の シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 試験 を行い
， 検

討 した。

　2， 実験方法

　（1） 試料布の 選定

　実験用 の フ レ ア
ー

ス カートを 製作す る に あ た り，ま

ず布の 力学的特性に基づ い て試料布の 選択 を行っ た．

　市販 されて い る婦 人 ドレ ス 用薄手布の うち，数種 の

高 ドレ ープ性ポ リ エ ス テ ル を含む 19 種 の ポ リ エ ス テ

ル 布に ポ リ エ ス テ ル 混紡布お よび綿ブ ロ ード各 1種類

ずつ を加えた計 21種 を用 い た．Table　 l に 試料の 諸

元を示す．こ れ らの 試料布 につ い て KES −FB シ ス テ

ム
6 ’

を用 い ，標準測 定条件下 に お い て ，引張 り，せ ん

断 ， 曲げ ， 圧縮 の 各基本力学的特性 を測 定 した．Fig．1

に 曲げ特性，Fig．2 に せ ん 断特性 の 結果を示して い る．

婦人薄手 ド レ ス 地 の 母集団 の 曲げ変形特性 の 分布は，

値の 小 さい 側 に集中 した 分布形状 をとる こ とか ら，正

規分布に近づ ける た め ，Fig．1，2 の 縦軸お よ び横軸

は対数変換 した値 を用 い て い る．曲げ剛性 B
， 曲げ ヒ

ス テ リシ ス 2HB に つ い て は No．21 の 綿 ブ ロ
ー

ドが最

大値を示 し ，
No ．3 の 高 ド レ

ー
プ性 ポ リ エ ス テ ル は最

小値 を示した．また，No．20 の ポ リエ ス テ ル 羽二 重 は ，

い ずれ の測定値 もNo．3 と No．21 の ほ ぼ 中間的な と こ

ろ に位置 し た ．せ ん 断剛性 G ，せ ん 断 ヒ ス テ リ シ ス

2HG の 関係に お い て も曲げ特性 と同様の 傾向が み ら

れ た ．

　 ドレ
ー

プ形態 を支配す る 力学的特性 と して の bend −

ing　 length （曲 げ長 さ）
1 ’

に 関係 す る力学 的特 性 ，

s

厠 アと
3

澗 ア との 関係を Fig．3に示 した．裾 の

張 り出し角度 α （フ レ アー形状の測定方法の項 目参照）

を同
一とする場合，V餌 （bending　 length）の値
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　Fig．1．　 Relationship　between　log　B 　and 　log　2HB
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が大 きい ほ ど，試料 の 曲げ長 さが長 く，こ の 値が小 さ

い ほ ど短 い とい う物理的な意味を持つ 値で ある ．し た

が っ て ，ス カー ト丈が ．．．一定の 場合は bending　length

の 逆数が a の 大小を決定する要因とな る．

　以上 か ら ， フ レ ア
ー

ス カ
ー

トの 製作に は，No．3の

高 ドレー
プ性 の 新合繊 ポ リエ ス テ ル （以下 ， 試料 F

。 ）

お よ び No．20 の ポ リエ ス テ ル 羽 二 重 （以下，試料 F ，），

綿ブ ロ
ー

ド （以下 ， 試料 F，）を試 料布 と して 選 定 し

た．Table　2 に こ れ らの 試料布 の 基本 力学的特性 の 詳

細を示す。

Fig．2。　 Relationship　between　log　G 　and 　log　2H
’
G

Symbols　 are 　the　 same 　as　in　 Fig．1．

3．0

　 2．5
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囎
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岬 r

Fig。3．　 Relationship　between　
l；
厭 and 　

5
厮 厂

Symbols　 are 　 the　 same 　as　iII　Fig．1．

Table　 2．　 Mechanical　 properties　 of　the　samples 　 used 　fbr　skirts

Properties
Sample　No．

21 ：Fc 3 ：Fp 2G ：F，

Tensile EMT （％ ）

LTVVT

（gf・cm ／cm2 ）

RT （％ ）

4．05’

O．7797

．8451

．9

ZO30

，5559

．5364

．7

5．030

．6408

．0666

．5

Bending B （gf・cmt ／cm ）

2齠 （gf
・
cm ／cm ）

0．0820

．094

0．0170

．004

0．0210

．　007

Shear G　（gf／cm
・deg）

2HG （gf／cm ）

2HG5 （9f／cm ）

2．155

．208

．ll

0．2ユ

0．050

．20

0．290

．270

．69

Compression LCWC

（gf・cm ／cm2 ）

RC （％ ）

0．2840

．13936

．6

0．4870

．　02185

，7

0．5240

．04166

，7

Warp 　 Bias

3．20　2．16

8．60　　9．36

Warp 　 Bias　 Warp 　 Bias

Bending 　lengthv 齏 げ
僻

Et ア
’＊＊

L25 　　1．19　　L61 　　1．29

7．09　　9．48　　7眇45　　9．75
＊Mean 　value 　of　warp 　and 　weft 　dlrections． ＊’BS ＝B ＋ 册 ヲ，

褓掌55＝θ ＋ ∬ G5．
Abbreviations　 otherwise 　 noted 　 for　the　various 　constants 　are 　described　in　Tables
2−70f 　ref ．6　（P．34）．
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Sb Sw

Fig．4．　 Methods 　 and 　 conditions 　for　 making 　flared

　　　 skirts

Sewing　 conditions 　 were ： length　 of 　skirt ，60　cm ；allow
−

ance 　of 　seam ，1cm ；sewing 　thread ，　 silk （＃50）and 　stitch

density，4．5stitches／cm ；respectively ．　 Lines　correspond
tr〕 the　 number 　 of　gore　panels　N 　in且ared 　 sklrt ：一

，

N ＝2；
一一・一一一

，N ＝4；
一 一

，1＞＝6and −一
「 ハ厂＝8；respec

−

tively．

OR

Fig．5．　 Measuring 　 method 　 of 　 silhouette 　 of　flared
　 　 　 skirts

　  　フ レ アース カートの製作

　Fig．4 に 示す縫製条件で フ レ ア
ー

ス カー トを 製作 し

た．製作数は 1 着ず つ としたが，測定値 の 誤差 を最小

限にす るため に，以下 に述 べ る縫製条件および実験環

境が全 く同 じに な る よ う注意を払っ た．

　 ウ エ ス トサ イズは JISLO103婦人 9 号サ イズ に 準

じ，裾回 り250cm ，ス カ ート丈 60　cm で ・…定 とした．

ス カー
トの 型紙 中央の 地 の 目を バ イヤ ス 方向 とし， 接

ぎ枚数 を2
，
4

，
6

，
8 枚 と変化 させた．また ， 地 の 目

が バ イヤ ス 方 向の もの と比較 す る ため ， 経糸方向の ス

カートを試料 Fpで は，接 ぎ枚数 4， 6，8枚，試料 F、

お よ び F、 で は ，接 ぎ枚数 4，8 枚の 条件 を加えた．こ

こ で ，バ イ ヤ ス 方向の 地 の 目使 い を Sb，経糸方 向の

それ を＆ とした，

　接 ぎ目縫代 は 1cm ，縫製後縫 代 を割 り，裾 は折 り

返 し代 5cm と して ，
2cm ／0．1cm 縫 目の 躾 をか け て

　Fig．6．　 Definitions　 of α
，
　 n

，
乃 and 　D ，　 on 　 skirts

α ： angle 　 between　 hemline　 and 　 sideline （deg）； n ：

number 　 of　 nodes ；h ：OP1 − OP2 （cm ＞，　 average 　value 　of

height　of　all　nodes ；P ，
零＝．4D〃 1B　e　differ　from　JIS　L　1096，

9≧ ヱ），≧ 1）；」4B： cross 　sectional 　 area 　of　the 　hips； AD ：

projected　area 　of　hemline．

裾上 げ を した ．

　〔3｝ フ レ ァ
ー

形状 の 測定方法

　 Fig．5 に 示 す装置を用 い て ，フ レ ア
ー

形状を写真撮

影 した ．婦人用 9 号 サ イ ズ の 人台 に フ レ ア ース カート

を着装 させ，ウ エ ス トベ ル トで 止め，3 回ずつ 左右 に

90
°

回転 させ 3min 経過 し た後，ス カ ートの 揺動静止

時の フ レ アー断面形状 を撮影した ．揺動 ・静止は t 布

の 曲げ変形に伴う繊維間摩擦に基づ く形態の 不確定要

素 を低減 させ
， さ ら に布 の 粘弾性的性 質を考慮 して

，

フ レ ア
ー

形状 の 再現性 を得 るため に行 っ て い る．同時

に ， 裾部分 の 横 断面形状 もとらえるため ， 人台 の 下 に

鏡を設置して撮影した．Fig．6 に示すよ うに ， フ レ アー

ス カートの パ ラ メータ として ， 正面図よ り裾角度 a
，

断面図よ りノ ード数 n ，各ノ ードの 山の 高さの 平均値

h， ドレー
プ係 数 P ，の 各項 目を算出 した．そ の 際 ，

鏡 の 傾斜 によっ て 生 じる歪み の 補正 を行 っ た．こ こ で

裾角度 α は ，正面 か ら見 た裾線上 で 最 も外側 へ 突出 し

て い る部分に お い て測定をした．したが っ て ，必ずし

も脇 の 縫目部分が 最大突出で ある とは 限らない 。また，

ド レープ 係数 ヱ），を 次 の よ うに定義し た ．

　　 　　　 　　 　　1），rAD ／AB

こ こ で ，A ， ：ヘ ム ラ イ ン の 投影面積 ， ん ：人台 の ヒ ッ

プ ラ イ ン 上 で の 断面積．
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・

（脚arp ）

・0
°
（weft ）
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　　　　　　 Fig ．7．　 Method 　for　making 　samples 　with 　seams

Conditions　for　sewing 　 are 　the　 same 　 as 　in　Fig．4．　 θ．（R），θ、（L）： angle 　between

weft 　direction　 of 　fabric　 and 　 right 　 sideline ，　 left　 sideline 　 of 　the 　pattern　 of 　 skirt ，
respectively ．　 R，　 L ： apiece 　of　sample 　at　right 　side （R）and 　left　side （L）．　 Single−

layered： apiece 　 of 　 sample （Rand 　 L ）．　 Double−layered： put 　L　 on 　 top 　 of 　R ．
Double−1ayered　and 　seamed ： press　the　 double−layered　sa皿 ple　after　seaming ．

Table　3．　 Angle　between　 warp 　direction　 and

　　　　 seamline

（
M

θ。（deg）

Sb 鼠．

LeftRight Left

ウ畠

4
バ
000

9067

．56056

．25

022

．53033

．75

135112

．510510L

　25

Right4567

．57578

．75

Samples： refer 　 to　Fig．8．／V ： number 　 of 　gore

panels　in　flared　 skirt ，θ。： angle 　between 　warp

direction　 and 　 seamline ．

（ M

seam 　I　ineFACE

（

蠍
’』

　（4） 縫 目の シ ミ ュ レーシ ョ ン 試験

　縫 目部分の 力学的特性 を布 1枚の特性 と比較する た

め ，Fig．7 に示す フ レ ア
ー

ス カー トと同 じ接 ぎ縫目試

料 を製作 した．各接 ぎ枚数 の ス カ
ー

トの 型紙 の 接 ぎ目

部 分 の 両辺 と 同 じ地 の 目角度 の サ ン プ ル を 2x8cm

の 長方形 に裁 断 し ， 布 1 枚だけ の もの ，布 2枚を重 ね

た もの ， お よび 2 枚重ね て 縫製 して 縫代を割 っ た もの

の 3種類 を製作 し た （Table　3，　 Fig。7 参照 ）．製作 し

た各縫目サ ン プ ル に つ い て
，
Fig．8 の よ うに 縫 目に 沿 っ

て ，曲げお よ び せ ん 断変形 を与 えて 曲げ とせ ん 断 の 各

力学量 を測定した．

Bending

（

2cm

→ Fs

八

I18

 

IIl

Ψ

　

　
5

Fs　←

　　 Shearing

Fig．8．　 Measurement 　of 　bending　 and 　 shearlng 　 of

　　　 double−layered　 and 　seamed 　sample

Abbreviations　 used ： M ，　 bending　moment 　and 　F。，　shear
force，　respectively ．

3．　 結果および考察

（1） フ レ ア
ー

ス カー
トの シル エ ッ ト形状

接 ぎ枚数 N と フ レ ァ
ー

ス カ ー
トの シ ル エ ッ ト形 状

を表 す パ ラ メ
ー

タ α，n
，
　 h

， お よび D ，の 各測定結 果

を Fig．9 に示す．
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閥

　　　　　 Fig．9．　 Values　of　α ，η ，ん and 　D ，　as　a　function　of　N

α ： angle 　at　the　bottom （see 　Fig．6）；π ： number 　of　nodes ； h： height　of　nodes

（mean 　value ）； 1），： drape　coef 且cient ； N ： number 　of 　gore 　panels ；F、
：cotton 　broad

（■ and 口）； Fp：polyester　fabric　with 　high　drapability（● andO ），and 　Fh： polyester

habutae（▲ and △ ），respectively ．　Sb，　 Sw：flared　skirts　with 　its　center 　direction　of

apiece 　of　fabric　being　bias，　 warp ，　 respectively ．　 Solid　symbols 　are 　Sb，　 and 　open

symbols 　are 　Sw．

　1） 裾角度 a

　正 面 の 裾角度お よ び側面の 裾角度を検討 した．正面

の 裾角度に 関して
， 試料布 の 織組織の 違 い や，右脇 に

20cm の フ ァ ス ナ
ー

あ きを設定 して ある こ とか ら， 裾

角度 α に 若干 の 左右差が み られ た ．しか し，同
一
試料

間 で の 左右の ノ ードの 出現に 極端 な差がみ られなか っ

た こ とと，左右の α 値の 差 の検定を行 っ た結果 ， 有意

差が認 め られ なか っ た こ とか ら，右脇 と左脇 の 裾角度

の 平均値 を用 い て正面の裾角度 と し検討した結果 ， 以

下 の 傾向がみ られた．すべ て の 試料に つ い て ，接 ぎ枚

数 N が増加する と a が大 き くな る 傾 向が み ら れ た．

a の 値が 小さい ほ どス カ
ー

トの シ ル エ ッ トは横方向へ

張 り出した形とな り，また こ の 値が大 き くな る と シ ル

エ ッ トは 下方向へ 垂れ 下 が っ た形 と な る ．試料 Fc は

α が小 さ く，すなわ ち裾が広が っ た シ ル エ ッ トで あ り，

試料 F
， お よ び F 、 は ともに経糸方向使 い の ス カ

ー
トよ

りもバ イヤ ス 方向使い の 方が α の 値が大 き く，
ス カー

トが垂直 に近 く垂下 して い る ．また，Fig．10 に示 し

た正面写真 より，特 に試料 F ， で地の 目が バ イヤ ス方

向の ス カ ートの 裾 の 投影面積が小 さく，垂下 の 程度が

大きい こ とが わか る．

　また，側面 の 裾角度 a に関 しては ， 正面 の 裾角度と

同 じ傾 向を示 し た．すなわち ， 接 ぎ枚数 の 増加に 伴い

a は大 き くな り，試料別で は や は りF、の α が小 さ く，

F
， の α は大 きい ．地 の 目方向別で は，バ イヤ ス 使 い

の フ レ ア
ー

ス カ ー
トの 方 が α は 大 き くな る．した が っ

て ，本報で は正面か らの 裾角度 α を測定値 として 用い

考察する．
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闘網 ： ：：：睡 … Sb Sw

曜g囀 ・

闘 ｛il

｝噸 嘆
：：：…怎φ恥

Fig。10．　 Display　of　flared　skirts 　（Sb＞

　2）　ノー
ドit　n お よび山の 高さ h

　試料 F
， をバ イヤ ス 方向使い に し た ス カ ート Sbの 断

面形状 を Fig．11 に示 し た ．図中 に矢印 で 示す箇所 に，

ヘ ム ラ イ ン の 巻き込み 現 象が 認め られた．こ れ らの 巻

き込 み は接 ぎ枚数の 多い N ＝8 の ス カ ートに 多 くみ ら

れ ，経糸方向使 い の ス カー トS。で は発生 して い な い ．

また，同図 中の 黒 い 点は接 ぎの 縫 目部分を表 して い る

が ， ほとん どの 縫 目が各ノ ードの先端に位置 して い る ．

試料 F。お よび F ， の 断面形状で は ，各ノー
ドは外側へ

放射線状 に張 り出 して お り，試料 F，に み られ た よう

な巻き込み は発生して い な い ，

　こ の こ とは，Flg．12 に示す
3

厭 の異方性から次の

よ うに考察され る．N ＝8 に おけ る 布 1 枚 の とき，縫

目が存在す るときの い ずれ に お い て も，型紙中心が 経

糸方向 の ス カ
ー

ト＆ の
3
廨 が バ イヤ ス 方向の ス カー

トSbの それ よ りも大 きい ．そ の た め ス カート Swは 型紙

中心部分で 各ノー
ドの 張 り出すカが大 きく， そ の 結果

接 ぎ目部分で 巻き込み が発生 しなか っ たと推察 され る。

　中心 地 の 目が バ イヤ ス 方 向 Sbの 場合 ， 型紙の 中心

部分 は V廨 が小 さい ため変形 しや す く，さら に，

経糸と緯糸の 交差角変化 に伴 う自重伸び が 起 こ りや す

い ．一
方 ， 縫 目部分の

3
廊 は 中心部分の約 1．2〜

1．6 倍大 きい ため，こ の 部分を芯 として 変形 しやすい

N＝　4

N＝ 　8

丶

〆

　 Back
青

春Front

Back

Front

Front

Back

Fron±

　　 Fig．11．　 Hemlines　of　skirts （sample 　Fp）

↑，
rolls　 of 　hemline ； ●，　 position　of　 sea 皿 ．　 Sb

，
　 Sw

，
　N ：

refer 　 to　the　legend　for　 Fig．9．

中心部分の布が巻き込むよ うな垂下形状 となる．した

が っ て ，こ の巻き込み が試料 F、の ス カー
トの シ ル エ ッ

ト形状 に 影響 を 与 えて い る と考 え られ る．

　Fig．9 に示 す ように試料 F。と F
， の ノー ド数 n は 逆

の傾向を示 した．す なわち ， 試料 F
， の ス カ ート Sbに

お い て
，

ノ ード数は接 ぎ枚数 1＞＝4 まで は増加 し，1V
三6

， 8 に な る と減少 する 。こ れ は ，接 ぎ枚数が 2 枚

か ら 4枚に な る こ とで ヘ ム ラ イ ン の 波形が複雑にな り，

6枚接 ぎ以上 で は巻 き込み の 影響で 波形 が単純 に なる

た め で は ない か と考えられる．反対 に，試料 F。で は

1＞＝ 4 に なる とノー
ド数が減少し ，

N ＝8で また増加の

傾向を示 して い る．こ れは ， 4枚接 ぎは前後中心の 縫

い 目の 影響 で ノ
ー

ドが外側 へ 強 く張 り出し，8 枚接 ぎ

で は縫 い 目の増加に よ っ て ，各接 ぎ目内で 波形が形成

され る こ とに よ る と考えられ る．

　以上 よ り，フ レ ア
ー

ス カー
トの 形状 は ， 布の力学的

特性に お け る 異方性 ならび に縫 目に よる 曲げ剛さの 増

加に よ っ て，地 の 目方向 や 接 ぎ目の力学的特性等が 複

雑 に 関係 す る こ とを示唆し て い る．

　  　 シ ル エ ッ ト形状を決め る パ ラメ ー
タ間 の 相関

　 フ レ ァ ース カー
トの シ ル エ ッ ト形状 の パ ラ メ

ー
タ a ，

n ，h お よ び D ，間 の 相関行列 を Table　4 に示す．どの

パ ラ メ ータ 問 も危険率 1 ％ で 有 意 な相関が み られ ，

なか で も山 の 高 さ h と ドレ
ー

プ係 数 ∫），問の 相関係数

が 0．94 と 高 く， ドレ ープ係数は 山の 高さ を用 い て も

説明が可 能 で あ る．したが っ て 以後の 考察に は α，n ，

お よび h の 3項 目を用 い る．
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Table　 4．　 Correlation　 coefflcients 　between α
，

n ，　 h ，
1），　 and 　 mechanical 　properties

α h 1）， コ

卿
3
爾 　　v画 ア

　 n 　　　　　　　　 O．719掌零

　ん　　　　　　　　一〇．854宰 穿

　　　一〇．735辱 零

1），　　　　　　　− 0．794窄 寧

　　　一〇．691寧 申

3
躪 ア　　　　

ー0．905‡ 拿
　　　一〇．787事 寧

ヤi嬲 　　　
一
〇．869＊申　　　一〇．701象串

 驃 　　　　　
一

〇．256　　　　− 0．484
＊

3
廊 　　　

一
〇．133　　　　

− 0．260

0．939串 購

0．885寧 掌

0．824鱒

0．2970

．099

0．900零 零

0．801＊零

0β 750

．166

0．948艸

0．4360

．240

0．3750

．167 0．764
”

3

♪＜ 0，05，
鮴

ρ〈0．01．

　（3） シ ミ ュ レ
ーシ ョ ン 試験に よ る縫 目の 曲げとせ ん

　　　断特性の ス カー ト形状へ の影響

　 前述 の ように ，試料 F
， の ヘ ム ラ イ ン の 巻 き込 み は

接 ぎ 目部分に お い て 発生 して お り，こ の こ とか ら接ぎ

の 縫 目の 力学的特性が こ の 巻き込み に影響を与えて い

る こ とが推察され る，

　 そ こ で ，
シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 試験 に よ り縫 目の 曲げ剛

さとせ ん断剛 さが ス カート形状 に 及 ぼす影響 を明 らか

に する ため の 実験 を行っ た．各試料の接ぎ角度に相当

する縫目サ ン プル の力学的特性値と して RB お よ び RG

を次の よ うに定義して ，縫 目の 硬 さの 異方性，すな わ

ち経糸方向 の 性 質 を基準値 と して 各方向 の 性 質 を比較

検討 した （Fig．7，8 参照 ）．

　 　　 　　 　　　 　RB ！Bs／B ，

　 　　 　　 　　　 RG ＝Gs／G ，

こ こ で ， B 、
：経糸方向に沿 っ て 曲げた 1枚の 布の 曲

げ剛性 B，B，：接 ぎ縫 目に沿 っ て 曲げた ときの 曲げ剛

性 B ，01 ：経糸方向に対 し垂直 な方向に力を加えて，

せ ん断変形 させ た ときの 布 1枚 の せ ん 断剛性 G ，G 、 ：

接 ぎ縫目の せ ん断剛性 C 。

　各サ ン プ ル の RB ， 1〜G 値 を Table　5 に 示す ．中心

地 の 目が バ イヤ ス 方向の ス カ ー トSbに お い て ，どの

接 ぎ枚数 で も高 ド レ
ープ性試料 F，の RB 値が他の 試

料布よ りも大 きくな っ て お り， 縫 目が相対的 に著 しく

硬 くな る 傾 向が み られ る．こ の こ とか ら試料 F
， の 地

の 目が バ イ ヤ ス 方向の ス カー トの シ ル エ ッ トに は縫目

が大き く影響 して い る と考えられ る．

　高 ドレ
ー

プ性試料 F
， に つ い て ，接 ぎ目部分 の 地 の

目角度 θ、と
s

厩 お よび V勁 アの 関係を Fig．12 に

示す。布 1枚 の とき，布 2枚 を重 ねた とき，接 ぎ縫 目

を形成 し た ときをそ れ ぞ れ シ ン ボ ル を変えて 極座標に

示 し て い る．サ ン プル S、，S。ともに縫 目を形成する

こ とに よ っ て
3
厠 の 値が増加する．ス カー

トS、 の

縫 い 目に お い て は
，

1．2〜1．5 倍程 度 の 値 の 増加 を示

して お り，
N ＝2 で最高値 とな っ た．また ，

　 N の 増加

に ともな い V諦 は小 さ くな る傾向がみ られた．こ

れ に対 し縫 い 目を持つ 布の V細 ア は ，布 1枚の とき

の 値よ り減少する傾向を示 し ， ス カ ート Sb，　 S．と も

に N ＝4 で最高値 とな っ た，

　試料 F、，F ， に関 しては，　 F 。 試料は Fp，　 Fh に比較 し

て V廟 ア の 値が大 きい こ と 以外は，前述 の 試料 F，

と同 じ傾向を示 した．

　（4｝ 縫 目の 力 学的特性値 とシ ル エ ッ ト形状

　縫目の 各力学的特性値とフ レ ア
ー

ス カ
ー

トの シ ル エ ッ

Table　 5．　 Changes　in　values 　of　B　and 　 G　 by　 seaming

N 2 4 6 8

Sample　　Sb　　SwSh 　 S． Sb　 ＆　　 Sb　 S．

RB

FFF 3．3 　 3．3 　　 2．4

4．9　　 4．0　　　3．3

3．7 　 2．2 　　 1，7

4．0　　　2．5　　 6．2　　　2．3　　 5．5

3．1　　　2．9　　 3．8　　　2．5　　3．7

1．7 　　 1．2 　　2．3　　 1．2 　 2．7

R （9

じ
　

サ

　
ロ

FFF 1．4　　 2．1　　　2．7

L1 　 2，4 　　 3．0

1．1　　1．9 　　 3．7

3．4 　　 2．0 　　2．9 　　 1．8 　　2．8

2．9　　 2．6 　　2．3 　　 2．5 　 2．1

3．9 　　 2．2 　 3．O 　　 l．9 　 2．6

N ：number 　of 　gore 　 panels 　in且ared 　 skirt ；Sb，　S．：flared　skirts 　with 　their

center 　 direction　 on 　 the　 fabhc　 being　 bias　 and 　 warp ，　 respectively ．1〜B ，
1〜G 　are 　de五ned 　in　the　text．
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　　　　　　 Fig．12．　 Anisotropy　of　
3

卿 and 　
3

厭 of　sample 　F
、

（a）〜獅 （Sb），（b） 3
画 （Sw），（c）

ヨ

鰤 （Sb）and （d）／’tW
−
（Sw）．　Symbols　are ：

●，single
−layered； ○，　 double−layered； ◎，　 double−layered　 and 　 seamed ； respectively ．

ト形状の 各項 目間 の 相関係 数を Table　4 に示す ．こ

こ で ，V聊
，

3

厭 が 縫 目部分 の 布 1枚 の み の

力学量 で ある の に対 し ， V瓢 ，
　V輛 アは縫 目

の 力学量 で あ る．相 関行列 よ り
3

网 ア ，

’atw

はどの シ ル エ ッ ト形状 パ ラ メータとも相関が高い こ と

が認め られ る．

　
3
卿 お よ び

3
蹶 とフ レ ア ー

ス カ ー
トの 各

シ ル エ ッ ト形状 α ，n ，　 h と の 関係 を Fig．13 に 示す．
3

厩 ，V彌 が大 きくなるに と もない 裾角度 a

が小 さ くなる傾向がみ られる、すなわち，こ れ らの 値

が大 き くな る ほ ど フ レ ア ース カートの 裾 が 外方向 へ 広

がる．試料 F。 の 場 合 ，

3
卿 と

3

廊 の 値は大

き く，
a の 値は 小 さい 特徴 がみ られ ，

一方，試料 F
， ，
　Fh

は共 に 縫 目の V  （bending　length）が小 さく，

α の 値 は大 きい ．また ， ノ
ー

ドtw　n に つ い て も， 全体

的に は こ れらの 値が 大きくな る に したが い n は減少 し

てお り，試料布別 の 傾向もα と同様で あ る が，高 ドレー

プ性試料 F ， で，地 の 目が バ イヤ ス 方向の ス カ ー
トS、

の 中 に n の 数が特 に多 くな る 例が あ る こ と が 確認 で

きる．こ れ らの サ ン プ ル の 影響によ り n とこ れ らの 値

の 相 関係数が，他 の 項 目よ りも小 さ くな っ た とい える．

　山 の 高 さ h の 傾 向は ，
α お よび n と は 異 な っ て お
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3ew
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　　　　　 Fig．13．　 Effects　of　
3
濁 ア，　

3
蘭 70n 　α

，
nand 　h

Notes 　that ： ■ and 口，　 F、； ● and 　O ，　 Fp； ▲ and △ ，　 F 肱；respectively ．　 Solid　 symbols

are 　Sb，　 and 　open 　symbols 　are　S。．　 α，　 n ，　 h　are 　described　in　the　legend　for　Fig．6．

り， すなわち試料 F、 に お い ては
3
廨 ，V厠 ア

が大 き く，h も高い 数値を示 して い る が，試料 F
、，

　 F，

で は V醜 ，V踊 アお よび h とも に 値が小さ い ，

したが っ て ，V癬
，
　 V黶 の 値が大 き くなる

ほ ど 山 の 高 さ h は 高 くな り ，
ス カ ー トは外 へ 張 り出

す シ ル エ ッ トとな る．こ こ で 特徴的な こ とは ，試料 F 、，

F 、 に関 して ，縫 目部分の V願 は ほ ぼ同 じ値で あ

る の に対 し，h の 値 は ，高 ド レ
ープ 性 の 試料 F

，
の 方

が 試料 F， よ りも小 さい とい うこ とである．

　そ こ で ，こ の h の 値 の 違 い には せ ん断変形 に 基 づ

く張 り出 し長 さ で あ る
3

緬 ア
，

3

陬 万 万 が 関係 し

て い る の で はない か と考え ， こ れ らの値と シ ル エ ッ ト

形状を示す α
，

n
，
　 h の 各値 との関係を調べ た （Fig．14）．

Fig．13 の 曲げ長 さ
3
卿 ，　 V禰 にみ られた傾

向 とはや や異な り，a につ い て み る と，同
一試料布で は

地 の 目使 い や接 ぎ枚数に よ っ て
，

3

獅 ，

3

厭

が 大きくなる と α の 増加傾 向がみ られる．

　 （5） シ ル エ ッ ト形状 の 予測

　以上 か ら フ レ アース カートの シ ル エ ッ トに 対 し て は，

布自体お よ び縫目の 力学量，すな わ ち曲げお よ び せ ん

断変形 に 基 づ く張 り出し長さが ドレープ形成能に強く

影響 し て い る もの と 思 わ れ る．そ こ で
，

こ れ らの 力学

量 パ ラ メ
ー

タと フ レ ア
ー

ス カ
ー

トの 形状 を最 も特徴づ

ける裾角度 a との 関係 に着目 し，シ ル エ ッ ト形状 の 予

測 を試 み た．予測に は残差回帰方式
6）

を採用 し，第 1

段階 で は，Table　4 に示 した α と シ ル エ ッ ト形状に関

わ る各種の 力学量 パ ラ メ ータ との 単相関係数 と の 関係

か ら，
a と最も相関の 高い V窟 と V卿 の 二

つ の パ ラメ ータをとりあげ回帰を行っ た ，そ の 回帰値

を α 1 と す る と

　　α
、
＝88．54− 3．250　3tW − 0．39223VASti97V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1）

　（1 ）式 に よ る α 1 と実測値 a と は ， 相 関係数 R ；

0．906， 回帰標準誤差 RMS ＝1．10 であ っ た．
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　　　　　　Fig．14．　 Effects　of  
［S5ii7S／iVア，　

3
厠 70n

α，　 n　and 乃

Notes　 that： ■ and 口，　 F。；● and 　O ，
　 Fp；▲ and △

，
　 F ，；respectively ．　 Solid　 symbols

are 　 Sb
，
　 and 　 open 　 symbols 　 are 　Sw．　 α，　 n，ゐ arP　 APReri卜PH 　 in †hp　legend　for　Fig．6．

　さらに 回帰精度 を上げる ため に第 2段階で は，Table　4

の パ ラ メータ 間 の単相 関 係数 に 基 づ き前述 の 二 つ の パ

ラ メ ータ とは単相関が 低 く，か つ シ ル エ ッ トに直接関

わ る で あろ うと考察される独立 の パ ラ メ
ー

タ として ，

せ ん 断特性 パ ラ メ
ー

タ
3

卿 ，

3

网 を と りあ

げ，（ユ）式 の 回帰誤差 ε を説 明す る残差回帰方式を採

用す る と，

　　　　　　 α
一

α 1
＝ε （回帰誤差）

　 ε　＝
− 5．196＋ 0．77273VIStWhE− 0．19433駆

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 （2）

　（1），（2）式よ り

　　　　　　　　　 α ＝α
・

＋ ε 　 　 　 　 （3）

　実 測 値 と （3 ）式に よ る 計算値 と は相 関係数 R ＝

0．919， 回帰標 準誤差 RMS ＝1．04 で Fig．15に示すよ

うな回帰精度が得られ，（3）式が フ レ ア
ー

ス カ ートの

シ ル エ ッ ト形状を表すの に妥当な予 測式である と判断

さ れ た．

86

84

820
書

駐80

78

　 　 　 76
　 　 　 　76　　　　78　　　　80　　　　82　　　　84　　　　86

　 　　　　　　　　　 α ca1，，　deg．

Fig．15．　 Relationship　 between 　 experlmental 　 and

　 　 　 　 calculated 　 values 　of　α

Lines　represent ：一 ，　 regression 　line　of　a　e、p 　on α 副 ；
・・・…

　，
且ines　of　RMS ；respectively ．　SymbOls　are 　discribed　in　the　legt

end 　for　Fig．13．
＊RMS ： root 　mean 　square 　of　regressed 　error ．
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Table　6．　 Parameters　contributing 　to α

t x ， cノ m ， σ ．

12

恥

04

3
厠 ア

3v
　BS 。／2w

v亜 ア

v諏
　C 。

一2．　09
− O．279

　0．467
− 0．15481

．8

1．822

．208

．667

．68

0．6440

．7110

．6050

．795

C，’： coefflcient　of　parameters ；Co： constant ； m 、：

mean 　 va 且ue ；σ ，：standard 　deviation　of　19　samp 且es ．

　 また ， 各力学量 パ ラ メ
ータ の α へ の 寄与 を表す係 数

を Table　 6 に示 した．裾角度 α は Fig．13， 14に示 した

傾向を反映 して お り，
B

厠 アが α へ の 寄与が最 も大

きく，
3VRSU2TJ

，
3

糖 は そ れ ぞれ の 値が小 さく

な る に従 い a の 値を若干大 き くす る．また ，
3
画 ア

の 寄 与 は Fig．14 の 関係か ら各試料 別 に み て こ の 値が

大 きい ほ ど α が大 き くな る傾向と
一

致する．（1）， （2）

式に含 まれ る四 つ の パ ラ メータ を用 い た重回帰式 も回

帰精度は （3）式 とほ とん ど変わ ら な い こ とを確か め

て い る が， α へ の 各パ ラメ ータ の 整合性の 点と，残差

回帰方式 で は二 つ の 曲げ特性 パ ラ メ
ータ か ら成る （1）

式 の み で も独 立 に 予測式 と して 使用 で き る 利点 を持 つ

こ とか ら，こ の 方式を採用 した．

　以上 か ら フ レ アース カ ートの 裾の 張 り出 し角度は，

布お よ び 縫 目の 力学量 パ ラ メ ータ を用 い た （3）式で

精度 よ く予測 で きる見通 しが得られ た．

　4． 結　 　語

　高 ドレープ性 ポ リエ ス テ ル を含む フ レ ア ース カート

に 用 い られ る広 い 範囲 の性質を持つ 試料布か ら，力学

的特性が 最小の もの ， 最大の もの お よびそれ らの 中間

的な もの 3種類を選択 し，接 ぎ枚数と布 の 地 の 目方向

の 異な る フ レ ア
ー

ス カ
ー

トを製作 し ，
ス カ

ー
トの シ ル

エ ッ ト形状につ い て検討 した．

　（1） 接 ぎ枚数が多くなる と ノー
ド数 は増加 し，裾角

度 は大 きくな り，
ヘ ム ラ イ ン の 山の 高 さは 小 さくな る．

また，型紙中心 の 地 の 目が バ イヤ ス方向の ス カートの

方が，経糸方向の もの よ りも垂れ 下が っ た シ ル エ ッ ト

に な る 傾向がみ られ た．

　  　ス カ
ー

トの シル エ ッ トは ， 形 態 を表す パ ラ メ
ー

タ の うち ， 裾角度 α に よっ て 代表 で き ，
こ れ に は布 と

縫 目の 力学的特性 （bending　length ＞の影響を受ける

こ とが明 らか にな っ た．曲げ剛性，せ ん 断剛性の小さ

い 試料 で は
， 型紙中心 の 地の 目がバ イヤ ス 方向の ス カー

トにお い て ，
ヘ ム ラ イ ン の 縫 目部分 に巻 き込みが生 じ

て 裾角度が大 きくな り，
ノー

ド数が減少 し， 山 の 高 さ

が 小さ くなる傾向が 認め られた．

　（3） a は接 ぎ目部分の 布 と縫目の 曲げ長 さ V譖 ，
3
蹶 お よ び せ ん 断変形 に 基 づ く張 り出 し長さ

V細 ア，

’

諏 を用 い た残差 回帰式によ っ て 精

度 よ く予測で きる こ とが示 された．

　本研究の …部は 平成 3 年度 日本家政学会第 44 回大

会にお い て 報告をした．
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